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409　　　　 硫酸マ グ ネ シ ウ ム 投与下 の ヤ ギ胎仔

低酸素血症 と カ テ コ ラ ミ ン の 反応

宮崎医大 ， 鹿児島大学家畜外科＊
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410　　　　　妊娠 ラ ッ トを用 い た実験的 ア ル コ
ー

　ル 症候群 の 神経化学的研究
一

仔ラ ッ ト脳の 酵素活

　性 と mRNA 発現 へ の 影響
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玉 井洋
一

　 ［冂的］前回 、
マ グ ネシ ウム （Mg ）投 1｝ドで は低

酸素血症 で 誘発 され る 胎仔 の 徐脈 が mask され る 可

能性 を報告 し た 。

一
方Mg は い ろ い ろ な酵素の

co−factorで あ り、ホ ル モ ンー受容体結合 に も関 5・す る

こ とが知 られ て い る 。 そ こ で 、低酸索ll巳症 に 対す

る胎仔カ テ コ ラ ミ ン の 反応がMg 投 字に より修飾 さ

れたi1∫能性 を検討す る目的 で以 ドの 実験を行っ た 。

［方法］在胎 120〜125 日の 日本 ザ ーネ ン 種 ヤ ギ 胎

仔を用 い 、生理的慢性実験 モ デル を作成 し、術後4

卜1以降 に実験 を行 っ た 。 Mg 投与群（n ＝ 5）は4 時間の

観察後 （pre−infusion＞、胎仔推定体重 あた り270mg ！kg

の Mg を30分間か けて 頚静脈 か ら 投与 し、そ の 後

80mg ／kg／hで 4 時 間 維持 し、引 き続 き30分 間 の 低 酸

素illL症を作成 した 。 対照群（n ＝ 3）は同 じ注入速 度 で

5％糖液を輸液し、伺様 の 低酸素実験 を行 っ た 。

pre−infusionと 低酸素 ltfl症期 の ML液 ガ ス 、エ ピネ フ

リン （E）とノ ル エ ピネ フ リン （NE ）濃度を両 群問で 比

較 した 。　［成樹 胎仔頚動脈の血液ガ ス 分析の 結

果、pH とpCO2 は pre−infusionと低酸素血症 で有意な

変化 を示さなか っ た。pO2は両群 とも低酸素rfn症に

よ り29 ± 3mmHg か ら約15mmHg へ と有章に 低 下 し

た 。 E は Mg 群 で 0．13± 0．05ng／ml か ら1．41± O．43に有

意 に増加 し、対照群 で 0．12 ± O．Olか ら 1．00± O．56 に

有意に 増加 した 。 NE はMg 群 で 0．28 ± O．03ng！ml か ら

1．73 ± 0．38に 有意 に増加 し、対照群 で 0．24± O．04か

ら1．73 ± O．18に有意 に増加し た 。　［結論］低酸素 1鮭

症 に 対 す る 胎仔 カ テ コ ラ ミ ン の 反 応 はMg 投与 に よ

り明 ら か な 変化を受け なか っ た 。 し たが っ て、Mg

投ワ・
．
卜
．
で の 胎仔心拍数の 異常反応 は カ テ コ ラ ミ ン

分泌異常 を介す る 反応 で は な い と推測 され た 。

［目的］胎児性 ア ル コ
ー

ル 症候群 の 発症機 序を神

経化学的 に解明する こ とを 目的とし て，胎仔期に

エ タノ
ー

ル （EtOH ）被曝 し た仔ラ ッ トの 脳 特異的

酵素活性 とその mRNA 発現を解析 した，　 ［方法］

妊娠ラ ッ ト（Wistar 系）へ の EtOH 投与（109・EtOHI

生食，腹腔内注射〉 は 以下の ス ケジ ュ
ー

ル に依 っ

た．A 群 ：0．5g！Kg 体重！日（妊娠 7−13d）， 1．Og（13−16d），

1、5g（16−20d）。　 B 群 ：05g （13−16d），1．Og（16−20d）．

D 群 ： 2．Og（7−20d）．　 E 群 ：2．5g（7−20d），　 C 群（対照

群）：生食（7−20d）．出生 後，発育に 従 っ て 脳を採取

し，蔗糖密度勾配遠心 法 に て 亜 細胞画分 を調製 し

て，各画分 の ア セ チル コ リン エ ス テ ラ
ー
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水解酵素（CNP ）の 活性 を測定 した．ミエ リン タ ン

パ ク の lnRNA は ノ
ー

ザ ン プ ロ ッ トに よ り測定 し

た．　 ［成績］ 1．A ，B ，D 群で は 着床数 お よび仔 ラ

ッ トの 体重，脳重量の 発育変化は 正 常で あ っ たが，

E 群 で 胎仔数 の 減少，発 育遅 延 が 観察 さ れ た，2．

酵素活性 ：全 て の 酵素活性は 全実験群 で 低下 した，

ミエ リン の CNP 活性は投与時期に 関係な く少量

の EtOI 　Iで も低下 し た．神経終末 の AchE と ミ ト

コ ン ドリア の ATPase 活性 は A ，D ，E群 で 障害 され，

そ の 程度は EtOH 量に比例 した． 3．　 mRNA ： D

群 に つ い て CNP と ミ エ リン 塩基性 タ ンパ ク の

mRNA の発育変化を調べ る と対照群 と異な り，生

後 17 日 をピ
ー

クに して 以後 減少 した． ［結論］

胎仔期 の EtOII被曝 は出生後の 仔 ラ ッ トに 見 か け

上 の異常が無くて も， 脳 の 酵素活性は障害 され ，

それは mRNA の レ ベ ル で起 こ っ て い る こ とが 明

らか に な っ た． EtOH の 投与時期，投与量が及ぼ

す酵素活性 へ の影響 の 程度 は酵素 の 種類 に よ っ て

異な っ て い た．
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